
 

 
平成 24 年８月９日 

各      位 

 

会 社 名 不二精機株式会社 

代表者名 代表取締役社長   伊井 剛 

（JASDAQ コード番号  ６４００） 

問合せ先 常務取締役     山本幸司 

（TEL．06 － 4306 － 6822） 

 

 

特別損益の発生及び第２四半期連結累計期間並びに 

連結通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 

 当社グループにおいて、特別損益を計上すること等で、平成 24 年 12 月期第２四半期連結累計期間（平

成 24 年１月１日～平成 24 年６月 30 日）及び平成 24 年 12 月期連結通期（平成 24 年１月１日～平成 24 年

12 月 31 日）の業績予想について、平成 24 年２月 17 日付「平成 23 年 12 月期決算短信」にて発表いたしま

した業績予想を下記のとおり修正いたします。 

 

記 

１．特別損益の発生 

当社連結子会社である Thai Fuji Seiki Co., Ltd.のタイ中部アユタヤ県のハイテック工業団地内の

工場は、洪水の被害を受け、平成 23 年 10 月より操業を停止しており、被災した工場の代替工場として

チョンブリー県アマタナコン工業団地内の新工場で、平成 23 年 12 月より生産を再開しております。 

＜特別利益の内容＞ 

損害を受けた固定資産及びたな卸資産につき、損害保険金の一部受取確定分 304,987 千円を特別利益

に計上いたします。なお、請求手続中の未確定の保険金につきましては、金額が確定次第、特別利益に

計上する予定であります。 

＜特別損失の内容＞ 

上記の事象による建物･設備等の固定資産及びたな卸資産の毀損による損失他により、349,242 千円を

特別損失に計上いたします。 
 

２．平成 24 年 12 月期第２四半期連結累計期間業績予想の修正 

（平成 24 年１月１日～平成 24 年６月 30 日） 

売  上  高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
１株あたり 

当期純利益 

 

前回発表予想（A） 

百万円 

2,369   

百万円

61 

百万円

14  

百万円 

12   

円銭

1.76  

今回修正予想（B） 2,183   △64 △86 △126 △18.52 

増  減  額（B－A） △186  △125 △100 △138 ― 

増   減   率（％） △7.9  ― ― ―  ― 

（ご参考） 

前期第２四半期実績 

（平成 23 年６月期） 
2,844 61 9 △5 △0.79 

 



 
 
 

 
３．平成 24 年 12 月期連結通期業績予想の修正 

（平成 24 年１月１日～平成 24 年 12 月 31 日） 

売  上  高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
１株あたり 

当期純利益 

 

前回発表予想（A） 

百万円 

5,273   
百万円

200 
百万円

110  
百万円 

100   
円銭

14.68  

今回修正予想（B） 4,871   122 35 175 25.70 

増  減  額（B－A） △402  △78 △75 75 ― 

増   減   率（％） △7.6  △39.0 △68.2 75.0 ― 

（ご参考） 

前期実績 

（平成 23 年 12 月期） 
5,812 177 70 6 0.98 

 

＜修正理由＞ 

 平成 24 年 12 月期第２四半期連結累計期間は、円高の継続や電力供給の不安等の要因による製造業の

海外移転の進行による日本国内の金型需要の回復の遅れが発生したこと及びタイ洪水被害の影響等に

より、売上高については、前回予想を下回る見込みであります。 

営業利益については、精密金型事業セグメント及び精密成形品その他事業セグメント共に、受注額の

減少による稼働率の低下に伴い固定費率が上昇したことで利益率が悪化したこと等により、前回予想を

下回る見込みであります。 

経常利益及び当期純利益については、営業損失となったこと及び上記の災害による特別損益を計上し

たこと等により、前回予想を下回る見込みであります。 

 平成 24 年 12 月期連結通期業績修正予想については、第２四半期連結累計期間までの実績の影響等

により、売上高、営業利益及び経常利益については、前回予想を下回る見込みであります。 

当期純利益については、タイ洪水被害に係る受取保険金の追加額を特別利益に計上することが見込め

ること等により、前回予想を上回る見込みであります。 

 

 

上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な

要素を含んでおります。実際の業績は業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。 
 

以  上 


